
　令和7年度一般会計当初予算の総額は74億9,090万1千円となり、令和6年度と比べて3億8,427万7千円、5.4％の増となりました。年次計

画で整備を進めている「駅東団地整備事業」や「中学校校舎外部改修事業」、新たに「西俣大橋改修事業」を行うことから予算額が74億

円台となっています。

　子育て支援としては、従来の高校生までの医療費無償化や保育料の無償化事業などは継続しつつ、昨年度から始まった県の学校給食無

償化等子育て支援市町村交付金を活用した「小中学校新入学準備費用助成」と「小中学校修学旅行費助成」を今年度も継続して行います。

また、新たに保育所等の使用済み紙おむつの処分費の助成を行うなど、町の子育て世帯を支援していきます。

　そのほかに行政のデジタル化推進について、窓口混雑の緩和を目的に町公式LINEに「来庁予約機能」を追加するほか、行政の効率化の

ために国が進める自治体情報システム標準化に対応するための事業を推進していきます。

歳 入

繰入金(8.0%)

5億9,872万円

町税 (13.2%)

9億9,082万3千円

繰越金(0%)

1千円

その他の依存財源(5.4%)

4億104万7千円

県支出金(7.9%)県支出金(7.9%)
55億億9,1879,187万万55千千円円

国庫支出金(14.6%)国庫支出金(14.6%)

1010億億9,6299,629万円万円

町債(6.9%)町債(6.9%)

55億億1,3501,350万円万円

地方交付税(40.5%)地方交付税(40.5%)

3030億億22,996,996万万55千千円円

自主

24.8%

存存

財財

源源
75.275.2%%

依依

財源

☆歳入の用語解説

町税 町民税や固定資産税など町に入るお金

繰入金 基金から一般会計に組み入れるお金

繰越金
�前の会計年度から次の会計年度へ持ち越し

たお金

地方

交付税

�町の財政状況に応じて国税の一部から交付

されるお金

国庫

支出金

特定の事業の経費に充てるため、国から支

出されるお金

県支出金
特定の事業の経費に充てるため、県から支

出されるお金

町債 事業を行うために町が計画的に借りるお金

自主財源 町が独自に調達できる財源

依存財源 国、県により割り当てられる財源

歳 出
【目的別】

総務費(12.9%)

9億6,294万8千円

民生費(29.4%)

22億492万5千円

衛生費(9.7%)

7億2,944万3千円

土木費(13.7%)

10億2,987万円

消防費(5.3%)

3億9,768万2千円

公債費(8.4%)

6億3,046万3千円

教育費(10.2%)

7億6,318万4千円

農林水産業費(7.0%)

5億2,139万1千円

☆歳出の用語解説

民生費 �高齢者や障害者、児童などの福祉に関する経費

総務費
選挙や戸籍、徴税、町の庁舎管理、職員の給

与等の経費

土木費
町道や河川の整備、町営住宅の管理、除排雪

等の経費

教育費
�小中学校の管理、社会教育、生涯学習・体育

の振興、文化財保護等の経費

衛生費
各種検診や予防接種、ごみ処理、つがる西北

五広域連合出資金等の経費

公債費 町の借金である町債を返済するための経費

農林水

産業費

農林水産業の振興、農業用道路や水路の整備、

農村環境整備等の経費

消防費
五所川原地区消防事務組合の負担金や消防団

員の報酬、消防機器の管理等の経費

※構成比は四捨五入の関係で必ずしも総額、100％にはなりません。

＜内　訳＞
　商工費(2.2%)
　1億6,338万円

　労働費(0%)
　2万円

議会費(1.1%)
8,258万1千円

災害復旧費（0%）
4千円

その他(3.4%)　2億5,098万5千円

その他の自主財源(3.6%)

2億6,868万円

7474億億9,0909,090万万11千円千円

一 般 会 計一 般 会 計
当 初 予 算当 初 予 算

一般会計歳入歳出総額一般会計歳入歳出総額

令和7年度鶴田町令和7年度鶴田町

予備費（0.1%）
500万円

（前年度から3億8,427万7千円増額/5.4％増）（前年度から3億8,427万7千円増額/5.4％増）

一般会計当初予算の概要■

22025年（令和7年）4月号



農業振興農業振興社会福祉の充実

教育環境の充実

　国は65歳以上の方を対象

に5歳年齢ごとに帯状疱疹

ウイルス・ワクチンへの助

成を新たに実施します。

　上記に加えて、町独自の

支援として、対象を50・

55・60歳に拡充します。

収益的収入 7億3,652万7千円 （▼ 1,147万4千円）

収益的支出 5億3,905万8千円 （▼ 3,783万2千円）

資本的収入 1億2,558万6千円 （▼　 845万7千円）

資本的支出 4億8,583万1千円 （▼　 117万8千円）

◆水道事業会計

収益的収入 3億560万1千円 （▼ 522万4千円）

収益的支出 3億1,723万7千円　（▼1,076万2千円）

資本的収入 1億1,670万円　　　（　1,950万円）

資本的支出 2億4,127万5千円　（　2,077万7千円）

国民健康保険
　予算額　18億4,360万 4千円

　　前年度比…0.8％（1,432万 9千円）
学校給食

　予算額　 6,037万 1千円

　　前年度比…6.9％（390万4千円）

第１財産区
　予算額     515万 7千円

　　前年度比…4.0％（19万9千円）

第２財産区
　予算額　　 476万 3千円

　　前年度比…4.8％（21万7千円）

介護保険
　予算額　20億1,408万 7千円

　　前年度比…6.0％（1億1,313万 3千円）

後期高齢者
　予算額　 1億8,337万 5千円

　　前年度比…▼0.1％（▼ 25万4千円）

◆下水道事業会計

　特別会計とは、特定の事業を行うにあたり一般会計とは区別して経理する必要がある場合

に設置する会計です。特別会計

　企業会計とは、経費が税金などで賄われる一般会計とは異なり、事業を行うために住民が

支払う使用料を主な財源とした、独立採算による特定の事業を経理する会計です。企業会計

■
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　保健福祉センター「鶴遊

館」は稼働から27年が経過

しました。同施設の温泉施

設は町高齢者の健康維持な

どで利用されており、施設

に老朽化が見られるため、

改修工事を行います。

　令和2年度に小中学校に

導入したタブレットの更新

を年次計画で進めます。

　中学校校舎へのエレベー

ター設置に向けた準備を行

うなど、次代を担う子ども

を育成する義務教育環境の

充実を図ります。

令和7年度令和7年度

事業の紹介事業の紹介

町債 （借金） と 基金 （貯金） の残高推移町債 （借金） と 基金 （貯金） の残高推移■

（　）内対前年度増減額

　住民からの手書きの申請書

等の情報をデータ化し、それ

を入力する作業を自動化する

システム（AIｰOCRとRPA）を

導入することで業務の効率化

図るほか、自治体情報システ

ム標準化に対応するための事

業を継続します。

　昨今の有害鳥獣被害をう

け、県の鳥獣被害対策総合

交付金を活用し、狩猟免許・

猟銃免許の取得を補助する

など、町鳥獣被害対策協議

会の育成・支援を行います。

 就農未経験の方を対象に

りんご農作業で必要な知識

や技術を習得できる講習会

などを行う支援事業を創設

します。

　また、りんご農家支援の

ために、防風網張替に要す

る経費を助成します。

健康支援

AIｰOCR ・ RPAの導入

自治体情報システム標準化

行政の効率化

小中学校タブレット更新

中学校バリアフリー化計画

「鶴遊館」 温泉施設

改修工事

狩猟免許 ・ 猟銃免許の

取得補助金の新設

新規就農育成支援

果樹防風網張替助成

帯状疱疹ウイルスの

ワクチン接種助成
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